
行政と多様な主体（マルチステークホルダー） 

の連携・協働 

～新潟市アグリパークの実践から～ 
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マルチステークホルダー・プロセスとは 

2 

〈 内閣府国民生活局「マルチステークホルダー・プロセスの定義と類型」（H20.6〉より 〉 

  平等代表性を有する３主体以上のステークホルダー間にお
ける意思決定，合意形成，もしくはそれに準ずる意思疎通の
プロセス。 

【 意思決定，合意形成，もしくはそれに準ずる意思疎通 】 

【 ステークホルダーの平等代表性 】 

 ＭＳＰにおけるあらゆるコミュニケーションにおいて，各ステークホルダーが平等に参加し，自らの意見

を平等に表明できるということであり，また，相互に平等に説明責任を負うということ。 

  政策決定から共通認識の形成，実践的な取り組み実施に向けての合意，ステークホルダー間のパー     

トナーシップやネットワークに至るまでを幅広く含むもの。 



事 例 発 表の 流 れ 
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４ 成果と課題 

３ 教育ファーム事業における連携・協働 

２ アグリ・スタディ・プログラムの説明及び実際 

１ 新潟市アグリーパークの概要 



新潟市アグリパークの概要 
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オープン日 平成２６年６月２８日 

敷地面積 約４．０ ヘクタール 
（東京ドーム１個分の広さ） 

建設費 約１９億円 
（土地取得・造成費除く） 

来場者数 
(平成28年度) 

19万3837人 （内：学校利用1万398人） 

運営体制 

公設民営（指定管理者制度） 
    設置者  新潟市（農林水産部） 

    運営者（指定管理者） 

         にいがた未来共同事業体 
          ・ 学校法人国際総合学園（代表） 
          ・ 愛宕商事（株） 
          ・ （株）新潟ビルサービス 
          ・ グリーン産業（株） 

【 １－① 】 



農業活性化研究センター 

新潟市アグリパーク 

直売所 

レストラン 

体験ハウス 

宿泊施設 

体験畜舎 

体験ほ場 

食品加工支援センター 

クラブハウス 

アグリパークの主な施設 
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面積 約4ヘクタール 

【 １－② 】 
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クラブハウス 

・ 事務室 
・ 学習室 １００人 
・ 調理室 ８０人 
・ 大浴場 男女各１６人 

学習室 

大浴場 

調理室 

【 １－③ 】 
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体験ハウス 

・ 延床面積 ２４０㎡ 
・ 収容人数 １２０人 
・ 設備    ピザ窯２基，羽釜２基  

ピザ窯，羽釜 

【 １－④ 】 
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体験ほ場 

・ 面積  約５，０００㎡ 
・ 各種作付け，収穫体験を実施 
・ ビニルハウス4棟 

【 １－⑤ 】 
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体験畜舎 

・ 牛２頭，羊２頭，山羊２頭 
・ 糞を堆肥として利用（循環型農業） 
・ 学習室（４０人） 

学習室 

堆肥舎 

【 １－⑥ 】 
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その他の施設 

・ 食品加工支援センター 
・ 宿泊施設（最大７０名宿泊可能） 
・ 農家レストラン（食堂） 
・ 直売所 

食品加工支援センター 
 農家レストラン 

直売所 にいがた村 

宿泊施設 

【 １－⑦ 】 



① 農業体験学習を通じて，農業に対する理解を深め，郷
土愛を育む。 

 

② 生産者等に対して，食品の加工等に関する技術的支援
を行うことにより，農業の振興に資する。 

11 

〈設置目的を達成するための三つの事業〉 

 教育ファーム事業  ６次産業化支援事業 就農支援事業  

設置目的 

【 １－⑧ 】 
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新潟市アグリパークの組織体制 

 総括館長 

 加工支援部門  総務・就農支援部門  教育ファーム部門 

 ・   副館長・教育ファーム園長 
 ・ 副園長 
 ・ インストラクター（10） 

（就農支援） （教育ファーム） （６次産業化支援） 

 ・   副館長 
 ・ スタッフ（5） 
 

 ・   副館長 
 ・ スタッフ（3） 
  

〈常勤スタッフ 23名〉 

【 １－⑨ 】 



教育ファーム事業について 
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〈 特 徴 〉 

① 日本初の公立教育ファーム 
 

② 文部科学省が定める学習指導要領に基づき，

学校のカリキュラムと連動した農業体験学習

＝全て学校の授業として実施 

③ 宿泊施設があり，じっくりと農業体験学習   

【 ２－① 】 



人口81万人・食料自給率 63％の「田園型政令市にいがた」 

 総面積：７２６.１０k㎡ 
  うち、耕地面積：３３６k㎡ (田28,900ha・畑4,700ha) 

政令市食料自給率比較 
（平成17年各都市調べ） 

63
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【 ２－② 】 



アグリ・スタディ・プログラムについて 
（Agri-Study-Program 以下，「ＡＳＰ」) 
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〈作成の意図〉 

 子どもたちが農業のすばらしさに気付き，命や人との 
絆を大切にして，ふるさと新潟を愛し誇りに思うとともに， 
持続可能な社会の実現に向け，生きる力を高めるため。   

〈ＡＳＰの構成〉 

 幼稚園・保育園編 

 適応指導教室編  特別支援学校編 

 中学校・中等教育学校編  小学校編 

 主要７０プログラム → アグリパーク４５プログラム 

【 ２－③ 】 
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アグリ・スタディ・プログラム 
（Agri-Study-Program 以下、「ＡＳＰ」) 

【 ２－④ 】 



17 

ＡＳＰの内容  -1- 
【 ２－⑤ 】 
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ＡＳＰの内容  -2- 
【 ２－⑥ 】 



ＡＳＰで大切にしていること 
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 五感で学ぶ 

 働くことで学ぶ 

 専門家に学ぶ 

 アグリ魂で学ぶ 

 「観る」・「聴く」・「触る」・「嗅ぐ」・「味わう」 

「育てる」（植える・世話する・採取する・収穫する）と「消
費する」（加工する・調理する・飲食する・作品を作る）を
一体化し，調和させて学ばせること。 

 汗を流して働くことを大切にした学習 

農業や加工に関する専門家に出会う 

【 ２－⑦ 】 
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実践事例１～おやさいマジック（パーティー編） 

  ・    野菜の観察 
  ・ オリエンテーリング 
  ・ 野菜の収穫 
  ・ ピザづくり 

【 ２－⑧ 】 



映像１-「おやさいマジック（パーティ
編）」短縮版.mp4 
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映像１-「おやさいマジック（パーティ編）」短縮版.mp4
映像１-「おやさいマジック（パーティ編）」短縮版.mp4
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映像１-「おやさいマジック（パーティ編）」短縮版.mp4
映像１-「おやさいマジック（パーティ編）」短縮版.mp4
映像１-「おやさいマジック（パーティ編）」短縮版.mp4
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 実践事例２ ～そうだったの！牛乳に秘められた命の恵み～ 

 ・   牛乳に関するクイズ 
 ・ 搾乳体験 
 ・ 牛乳の試飲 
 ・ 酪農家の話 

【 ２－⑨ 】 



映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短
縮版.mp4 
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映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短縮版.mp4
映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短縮版.mp4
映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短縮版.mp4
映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短縮版.mp4
映像２-「牛さんありがとう」幼稚園短縮版.mp4
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実践事例３ ～羊の見学とウィンナー作り体験～ 

  ・ 羊の見学とふれ合い 
  ・ ウィンナー作り 
  ・ 試食 

【 ２－⑩ 】 
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実践事例 ～その他の事例～ 

【 ２－⑪ 】 



映像３-「中学校ツアーズ」ダイジェス
ト.mp4 
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「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4
「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4
「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4
「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4
「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4
「中学校ツアーズ」ダイジェスト版.mp4


アグリパークで意識して取り組んでいること 
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 郷土愛を育む 

 持続可能な社会の 
担い手を育成する 

 社会性を育む 

 食と命の関係を知る 

・栽培している多くの野菜は，新潟の特産品 

・収穫・食味体験で，新潟の食材のおいしさを実感 

・新潟の基幹産業（農業）への理解を深める 

・社会人としての基礎的な実践力 

・農業は，生きていくために必要な産業 

・食事と野菜や家畜の生命との関係を知る 
・「いただきます」・「ごちそうさま」 

 ・循環型農業の実践と理解 

 （牛ふん堆肥作り・野菜くず堆肥作り） 

【 ２－⑫ 】 



アグリ・スタディ・プログラム推進体制 

〈 設置 〉 〈 プログラム提供 〉 

新潟市(農林水産部) 新潟市教育委員会 

〈 運営 〉 指定管理者 「にいがた未来共同事業体」 

ＡＳＰ総合推進会議 

ＡＳＰ推進委員会 

評価・サポート委員会 

（小学校長会長，中学校長会長，小学校教育研究会会長，中学校教育研究会会長， 
特別支援学校代表校長，小中学校ＰＴＡ連合会会長） 

（6名：年1回） 

（小学校は，各区から選出された小学校長，中学校は，体験学習に識見を有する中学校長） 

（12名:年3回） 

（5名：年4回） 

（ＡＳＰに関する識見を有する学識経験者，小中学校ＰＴＡ連合会役員，小中学校長） 

アグリ・スタディ指導主事 

【 ３－① 】 



ＡＳＰ作成までの経緯 

① 小学校編      Ｈ２４．１２～Ｈ２５．７ 〈検討会10回〉 
② 中学校編      Ｈ２５．７ ～Ｈ２６．１ 〈検討会 4回〉 
③ 特別支援学校編  Ｈ２５．９ ～Ｈ２５．１２〈検討会 3回〉 

平成 24年 12月 ～ 平成 26年 1月  （約1年間） 

新潟市・新潟市教育委員会 

 執筆者  

   ① フランス視察 H24.10 （10名） 
      ＊ナント私営教育ファーム，パリ・リール市営教育ファーム 
   ②「伊賀の里モクモク手づくりファーム」視察 H25.1，H25.9（2回） 

 市内8区の小学校から13校選出 
 ＊ プログラムをパイロット校で実践⇒プログラムの修正  パイロット校  

  作成期間 

   視   察 

【 ３－② 】 

   作成者  

  市教育委員会関係者6名（指導主事等），農林水産部職員1名， 
    校長3名，教頭1名，教諭12名 

２３ 名 



新潟市によるＡＳＰに関する支援 

 財政的支援 〈農林水産部〉 

 ② 専門家・補助者の謝金負担 

 ③ アグリ・スタディ指導主事の配置 

① 教員体験学習研修（年4回） 全小・中・特別支援学校から1名出席 

・ ＡＳＰにおける専門家・補助者にかかる経費は全て市が負担 

 学校への周知を図るための支援 〈教育委員会〉 

② 教員体験学習宿泊研修（年1回） 対象：宿泊予定学校の教員及び希望する教員 

③ 成果発表会・次年度利用説明会（年1回） 全小・中・特別支援学校から1名出席 

④ 初任者研修をアグリパークで実施（4回に分かれて実施：ＡＳＰの説明及び実践） 

【 ３－③ 】 

 ① 宿泊費・交通費の助成 

・ アグリパークでの宿泊費は全額市が助成 

・ 交通費は，各学年1学級に付き1回3万円を上限に3回まで助成 



アグリパークにおけるＡＳＰの充実に向けた取組 

 学校との情報共有 

・ 利用日の3ヶ月前までに提出していただく「活動計画書」を基に，利用日の2ヶ月前まで
にアグリパークのインストラクターと引率教員とで打合せを行う。 

① 事前打合せの充実  

・ 評価・サポート委員会と「アグリパークを語る会」の実施 

 研修の充実 

② 市と合同の研修会 

・ 打合せには，アグリ・スタディ指導主事が同席する。 

② アレルギー児童等への対応  

① インストラクター研修  

・ アグリ・スタディ指導主事を講師として，「ＡＳＰの理解と実施上の留意点」・「事前打合せ
のポイント」等の研修，インストラクター業務の実際場面での指導 

・ 食肉センター・牛乳工場・果樹農家等への現地研修 

・ 事前打合せ後に「動物・食物アレルギー確認書」を提出していただき，対応について協議する。 

・ アグリパートナーズ（補助者）研修会の実施 

【 ３－④ 】 



アグリパークにおけるＡＳＰの成果と課題 

 成 果 

・ H26年度（131校）⇒平成27年度（168校）⇒平成28年度（189校） 

① 利用する学校の増加  

② 学校アンケートで高い満足度  

・ ねらいの達成（100％），一つ以上の学び（一つ以上91.5％），満足度（100％） 

 課 題 

① 冬期間のプログラム開発  

② インストラクターの資質向上  

③ 提示資料の充実 （対象学年等に合わせた資料の開発）  

④ 大規模校への対応  

【 ３－⑤ 】 

・ 専門家の話を直接聞くことができた（75％），教育活動が充実した（70％） 

・ 食に関する関心が高まった（62％），学校でできなかった体験ができた（61％） 



行政と多様な主体との連携・協働の考察 -1-  

 １ ＡＳＰ作成に向けての協議の場 

  

【開園前】  

 定例会の開催 

 ２ ＡＳＰの運用における連携・協働 

 メンバー： 市教育委員会・農林水産部・指定管理者 （月2回程度開催） 

 〈内容〉    ・ＡＳＰの内容について協議 

 メンバー： 市教育委員会・農林水産部・アグリ・スタディ指導主事 

  ・ＡＳＰの運用（利用受付期間，体験料等）について協議 

  ・施設・設備の課題について協議 

【開園後～平成27年3月（月1回）】  

  ・ＡＳＰの運用上の課題について協議 

【平成27年4月～】  

 〈内容〉  

  ・教職員研修会，農林水産部事業についての報告・協議 

  ・ＡＳＰの会議・委員会報告を基に，ＡＳＰの運用について協議 

 農林水産部予算による学校支援（宿泊費・交通費助成） 

 アグリパークを会場にした，ＡＳＰ理解のための教員研修の実施 

 農林水産部・教育委員会と指定管理者との随時協議の場の開催 

【 ４－① 】 



行政と多様な主体との連携・協働の考察 -2-  

成 果 

  

課 題 

     〈農林水産部〉   指定管理者との調整，ＡＳＰの財政的支援 

 １ 目的の共有が図られる。 〈最も重要〉 

 ２ それぞれの役割分担が明確になる。 

 ３ 課題の早期解決が図られる。 

     〈教育委員会〉   ＡＳＰの作成・管理，学校に対するＡＳＰ理解 

   〈指定管理者〉   ＡＳＰの実践 

     それぞれの立場で課題を出し合い，協議をして改善を図ることができる。 

 ２ 目的の具現化に向けた「創造性」（マンネリ化の防止） 

 １ 行政担当者の異動による「継続性」（人のネットワークの重要性） 

【 ４－② 】 



ご静聴 ありがとうございました。 35 


